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REPORT

会 社 名 ケンコーマヨネーズ株式会社
KENKO Mayonnaise Co., Ltd.

設 立 年 月 1958（昭和33）年3月
本 店 所 在 地 兵庫県神戸市灘区都通３丁目３番16号

(東京本社) 東京都杉並区高井戸東３丁目８番13号
代 表 者 代表取締役社長　炭井  孝志
事 業 内 容 サラダ・総菜類、マヨネーズ・ドレッシング類、 

タマゴ加工品等の食品製造販売
資 本 金 2,180百万円
従 業 員 数 2,936名（連結）
証 券 コ ード 2915（東京証券取引所市場第一部）
ホームページ http://www.kenkomayo.co.jp/

会社概要（2013年3月31日現在）

代表取締役社長 炭井 孝志
専 務 取 締 役 前田 広司
専 務 取 締 役 松葉 隆之
常 務 取 締 役 木佐貫 富博
常 務 取 締 役 牧 立也
常 務 取 締 役 村田 隆
取 締 役 島本 国一
取 締 役 筑紫 武人

役 員（2013年6月27日現在）

取 締 役 白石 尚之
取 締 役 塩谷 正樹
常 勤 監 査 役 松生 達
常 勤 監 査 役 原田 龍彦
監 査 役 山﨑 和義
監 査 役 山下 彰俊
監 査 役 中川 基夫

発行可能株式総数 33,500,000株
発 行 済 株 式 総 数 14,211,000株
株 主 数 8,227名

株式の状況（2013年3月31日現在）

株主メモ

● 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別
口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
● 未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
● 配当金計算書について
配当金支払の際送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定
に基づく「支払通知書」をかねております。
確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いただくことができます。
※確定申告をなされる株主様は、大切に保管してください。

フルーツサラダといえばヨーグルトと和えるデザートメニューを想像すると思います。
しかし今回ご紹介するミックスフルーツサラダは、ヨーグルトは使用せず、隠し味にマヨネーズを使用しています。
マヨネーズを入れることで、たまごのコクや酢の酸味がプラスされて軽めの口当たりになるため、お食事と一緒に
サラダとして召し上がっていただける一品となります。マヨネーズを使った特製ソースで、季節のおいしいフルーツを
サラダとしてお召し上がりください。

★ 
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第56期  2012年4月1日〜2013年3月31日 ケンコーレポート

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 確 定 基 準 日 定時株主総会	 3月31日

期末剰余金配当	3月31日
中間配当	 9月30日

単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内1丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）
〒168-0063
東京都杉並区和泉2丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部＜杉並＞
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

ミックスフルーツサラダ
★

大 株 主

株主名
当社への出資状況

 持株数（株） 持株比率（％）

株式会社ティーアンドエー 1,257,600 8.85

日本生命保険相互会社 757,200 5.33

第一生命保険株式会社 757,000 5.33

キッコーマン株式会社 591,000 4.16

エムエイチメザニン投資事業有限責任組合 562,200 3.96

株式会社三井住友銀行 559,200 3.93

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 559,000 3.93

ケンコーマヨネーズ従業員持株会 489,335 3.44

財団法人旗影会 450,000 3.17

伊藤忠商事株式会社 448,000 3.15

りんご	 1個(200g)
キウイフルーツ	 1個(100g)
黄桃(缶詰)	 2切れ(120g)
パインアップル(缶詰)	 5切れ(175g)
いちご	 4個
A マヨネーズ	 大さじ5と1/2
A 加糖練乳	 大さじ2と1/2
生クリーム	 60cc

❶	りんごは芯を取っていちょう切りに、キウイフルーツと黄桃は
1/4に切る。パインアップルはひと口大に切り、いちごはヘタ
を取って1/2に切る。

❷	Aを混ぜ合わせておく。
❸	生クリームを6～8分立てくらいに泡立て、❷を加えて混ぜる。
❹	ソースが混ざったら、❶を入れてざっくりと混ぜ合わせる。

Salad Cafe ショップで1番人気の商品をご家庭で！

大きくカットしたフルーツでちょっと贅沢なデザートサラダです。

調理時間 20分 　カロリー 343kcal（1人分当たり）

作り方★材料 （2〜3人分）
★

http://www.kenkomayo.co.jp/recipe
ケンコーマヨネーズ　レシピ 検 索

いろいろなサラダ料理の作り方はこちら

ミックスフルーツサラダ
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連結財務ハイライト

平素より格別のご高配を賜り、
株主の皆様ならびに投資家の皆様に
厚く御礼申し上げます。
当社の第56期の決算概要がまとまりましたので、
ここにご報告申し上げます。

まず、「サラダカフェ」ブランドの確立・浸透において
は、認知度の向上に向け、出店数の拡大のみならず、
10種類以上の具材と3種類のソースを使用したロール
ケーキのようなサンドウィッチ「サラダロール」などユニー
クな商品の展開、サラダ料理のレシピ集の発行などを
通じて認知度を高めました。

消費者の皆様、ユーザーの皆様に説明することなく、
「サラダカフェ」のイメージが喚起されるようになると、
当社の存在価値がさらに高まってくると考えております。
強いブランドへと、もっとスピーディに育成していきた
いという想いもありますが、地道な取り組みの積み重ね
により、着目いただく機会が確実に増えてきており、段
階を踏みながらですが、着実に成果が上がってきている
と手応えを感じています。

また、「サラダ料理・世界のソースの情報発信」という
テーマを掲げたソース領域での商品展開の拡大も順調
に進んでいます。ソースというカテゴリーで見ると、日
本国内のみならず、世界各地で使われているおいしい
ソースがあります。そうしたソースを「世界のソース」と
して商品化し、これまで使っていなかった素材、提案で
きていなかった素材との組み合わせで新たなサラダ料理
のメニュー提案を考えていますが、１年目に早くも６商品
を新発売するなど、想定以上のスタートが切れたと認識
しています。

海外展開については、インドネシアにおける生産工
場の準備が着実に進行し、2013年7月の稼働予定と
なっています。また、中国展開については、売上高の
確保，規模の拡大を当面の目標に掲げていますが、確
実に出荷数が拡大してきています。

2014年3月期の取り組み、
今後の展開についてお聞かせください。

1年目で進捗した取り組みの成果の延長線上で、
各テーマの深堀りやさらなる充実を図ることで、
次のステップへと挑んでいきます。

売上高 純利益営業利益 経常利益
売上高のポイント

外食、コンビニエンスストア向け等の分野
別チームの取り組みの成果や、東京本社の

「Cooking Labo TOKYO」におけるお客
様との共同試作を通じた積極的なメニュー
提案が売上高の増加へ大きく寄与し、二期
連続の増収で過去最高の売上高を更新しま
した。

経常利益のポイント

前期と比較し原材料相場が落ち着きを見せ
ており、収益改善への取り組みとしての生
産工程の改善や経費の圧縮等による製造
コスト低減等を実施した結果、経常利益は
堅調に推移し、利益率が向上しました。

総資産・純資産

円安傾向にあるなか原料価格が上昇し、より生産性
の高いオペレーションが必要になっています。

当社はこれまでも、外的環境に左右されにくい経営体
質の確立に向け、おいしさの向上と品質の安定を実現し
つつ油の使用量を減らし、同時にさらなる生産効率の向
上を実現していく設備投資を実施してきたほか、事業領
域・商品領域の拡大を通じて、原料コストのリスク分散
にも努めてきました。こうした取り組みを着実に進めてき
たことで、現在は、安定的に利益を生み出しながら、よ
り前向きかつ積極的な投資を継続できる方向へと、多少
なりとも舵を切れたのではないかと捉えています。

2014年3月期は、大きな需要のあるタマゴ加工品に
対応して、事業領域のさらなる拡大に向け来期４月稼動
を予定している新工場・静岡富士山工場をしっかりと立
ち上げるとともに、西日本工場では、サラダや総菜類の
小型商品の展開を進めるために、小型タイプのファッショ
ンデリカフーズ®（ロングライフサラダ）の製造ラインを導
入するなど、今後も事業運営の礎となる設備投資を継続
していく考えです。

さらなる企業発展に向け、この３か年中期経営計画中
にサラダ料理、サラダ文化の発信を中心としたサラダ企
業として、複合的な取り組みによる相乗効果を発揮しな
がら事業規模を拡大していくとともに、海外戦略もしっか
りとやり遂げることで、ワンランク上の成長のステージを
目指していきます。

今後も安定した経営の上に成り立つ、着実な成長を
追求しながら、ご期待にお応えしていきたいと考えてお
りますので、株主の皆様におかれましては、引き続き、
ご理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

中期経営計画１年目の手応えは
いかがでしょうか。

市場演出型企業への成長に向け
取り組んでいる各テーマそれぞれに、しっ
かりとした手応えを感じることができました。

これまでも外食、コンビニエンスストア向けなどの 
分野別チームによる商品開発・販売戦略に力を入れて
きました。当期は、その成果がより大きくでてきました。
例えば、ファストフードの中にも複数の業態があります。
業態を細分化しながら提案対象を拡大していくことを意
識するとともに、各カテゴリー内においても、お客様そ
れぞれの個性を活かすメニュー提案に努めました。この
業態の細分化と個性の深掘りによる分野別個別対策を
強化して、提案の内容が深く豊富になった結果、お客
様層が厚くなり、取引先数が増加するなど、販売領域
の拡大が進みました。

当期の業績に対する評価を
お聞かせください。

計画していた取り組みは予定どおりに
進捗し、業績数字も計画値を超えて
着地することができました。

また、東京本社のメニュー提案設備である「Cooking 
Labo TOKYO」において、ユーザー様や問屋の皆様と
ともに試作しながら、メニューを開発・提案する取り組
みを積極的に進めてきたことも結実しています。この取
り組みは、単に共同で行うというだけでなく、当社が消
費者の皆様向けに展開しているサラダショップ「Salad 
Cafe」で培った知見や得られた成果など、新たな切り口
を加えることで相乗効果が生まれており、お客様との関
係もパートナー関係へと進展してくるなど、非常に機能
していると感じます。

こうした活動が奏功し、売上高が拡大したことで工
場の稼働率アップを実現し、利益を増加させる大きな要
因となりました。原料相場は下半期には上昇基調に転じ
ましたが、生産工程の改善や経費の圧縮などによる製
造コスト低減により吸収し、計画どおり増収増益を達成
することができました。

（単位：百万円）

2012年
3月期

2010年
3月期

51,101 51,878

2013年
3月期

54,533

2014年
3月期

55,500
（予想）

2011年
3月期

50,629

（単位：百万円）

2014年
3月期

55,500
（予想）

（単位：百万円）

2,951 2,773

2,144

2012年
3月期

2,778

2013年
3月期

2,720
（予想）

2014年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

（単位：百万円） （単位：百万円）

2,853 2,681

2,073

2014年
3月期

2012年
3月期

2,574

2013年
3月期

2,580
（予想）

2014年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

（単位：百万円） （単位：百万円）

1,446
1,319

1,029

2014年
3月期

2012年
3月期

1,409

2013年
3月期

1,420
（予想）

2014年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

（単位：百万円）（単位：百万円）

2014年
3月期

（単位：百万円）
 総資産   純資産

（単位：百万円）

29,775 30,753 30,404

2012年
3月期

2010年
3月期

2009年
3月期

2011年
3月期

13,492

33,998

2013年
3月期

14,801
10,916

12,711

29,538

9,593

市場演出型成長戦略を展開し
サラダNo.1企業を実現します
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ショップメニュー：ビタミンCたっぷり夏のグリーンサラダ

輸出用
：ARABIKI Golden Goma

中期経営計画 Ⅳ（フォース）  
2012-2014

さらなる飛躍を目指して

市場演出型企業としての存在感アップを目指す
当社グループでは、『中期経営計画Ⅳ（フォー
ス）2012-2014』を策定し、「市場演出型企業
としての成長」を指針とし、新しいサラダの領
域の確立、「市場演出型企業」としての存在感
アップ、グローバル企業への成長に向けて取
り組んでおります。
また、この指針を実現させるべく、以下の5つ
の成長戦略を掲げております。

最終年度（2014年度）の目標【連結】

2012年度 実績 2013年度 予想 2014年度 目標

売上高 545億円 555億円 600億円

経常利益 25.7億円 25.8億円 27.0億円

「サラダ料理」とは?

● 「サラダ料理」とは、野菜＋あらゆる食材（肉類・魚介類・乳
加工品）＋あらゆるソースとの調和を図り、進化発展させた
主菜サラダ

● 「サラダ料理」を確立し、「サラダが主役」、「サラダが主食」、 
「サラダが食卓の王様」を掲げて、サラダNo.1企業を目指す

★新情報：静岡富士山工場2014年4月稼働予定

「ごごばん」についての詳細は 
6ページをご覧ください

●	世界のソース・サラダシリーズ　 
ラインナップ強化 

（全20品）
●	AMラジオニッポン放送「ごごばん」の放送
　 様々なサラダ料理を紹介（全10回放送）

「サラダ料理」の確立・情報発信を行い、
市場演出型企業としての戦略を実践戦略3

事業領域の拡大戦略2

●	2012年度、2店舗をリニューアル
  （SALA PARA 阪急百貨店うめだ本店、髙島屋大阪店）
	 2店舗を新規オープン（WORLD SALAD Chef’s DELI 阪急百貨店うめだ本店、

小田急百貨店町田店）
●	サラダカフェ料理講習会の開催(東京本社にて)
　 1月26日、3月30日の2回開催
●	メディア出演(ラジオCM)
●「Salad Cafeのごちそう！　温野菜サラダ」 

の出版（レシピ集第2弾）
●	サラダカフェショップで92種類の
	 新商品発売

戦略4 サラダカフェブランドの推進・浸透

●	タマゴやポテトは、産地の育成から製品販売まで事業領域の拡大を図っている
●	マヨネーズ・	ドレッシングは、ソース領域へと拡大
　 2012年度新商品（世界のソース6品）

●	クリーミービスクソース
●	クリーミーシャンピニオン
	 ソース
●	バルサミコビネガーソース
●	シンガポール風
	 チリクラブソース
●	タイ風グリーン
	 スパイシーソース
●	四川風麻辣ソース

●	サラダ・総菜はサラダ料理へと拡大
　 2012年度新商品（世界のサラダ6品）

グローバル企業となる戦略1
●	中国事業に続きインドネシアへの進出
   （工場は2013年7月稼働予定）
●	日本の食を世界へ
	 世界24か国に商品を輸出

●	新研修システムの確立　　●グローバル社員の育成　　●生産管理システムの導入

人材の育成、体制の強化戦略5

■新工場概要
◦場　　所：静岡県富士市
	 富士山フロント工業団地
◦敷地面積：11,286坪（37,310㎡）

■コンセプト
◦タマゴ加工品の連続一貫生産体制
◦安全・安心・高品質の実現
◦新技術・新製法の導入と工程改善
◦見学者専用通路の設置

中国・東莞頂可食品有限公司

クリーミー
ビスクソース

バルサミコ
ビネガーソース

タイ風マッサ
マンカレー

ガパオ 鶏ひき肉
のバジル炒め

インドネシア合弁会社のロゴマーク
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「サラダ料理」PRのため、2013年1月7日から3月25日にかけて、全10
回にわたってAMラジオニッポン放送「ごごばん」内にて「ケンコーマヨネー
ズプレゼンツ ごごばん　サラダのある風景」を放送しました。

毎週、季節の食材を使用したサラダやさまざまなアイディアが詰まった
サラダなど、思わず作って食べてみたくなるような素敵なサラダ料理を、
当社の社員が紹介しました。

リスナーの皆様からは、ご紹介したメニューに対して「さっそく今晩作っ
てみます」「これからも新しいレシピを教えてほしい」などのご意見を多数
いただきました。

2013年4月1日、当社のコーポレートサイトをリニューアルオー
プンしました。

デザインのリニューアルはもちろん、コンテンツの充実も図り、
さまざまなサラダ料理や、豊富な当社商品の紹介をしています。
また、スペシャルコンテンツとして工場潜入レポートやサラダワー
ルド・ソースワールドなど楽しく当社を知っていただけるような紹
介ページも作成しました。

今後もWebを活用した情報発信に積極的に取り組み、幅広い
ユーザーに楽しんでいただけるよう、充実したコンテンツでお届け
していきます。

2013年1月26日と3月30日、各回10名前後の方々にご参加
いただき、サラダカフェスタッフ主催のサラダ料理講習会を開催し
ました。

東京本社2階のテストキッチン「Cooking Labo TOKYO」にて、
当社スタッフの実演講義と参加者の方々による実習、試食と盛り
だくさんの内容でいろいろなサラダ料理を学んでいただきました。

講習に参加されたお客様からは、「また参加したい」「楽しく学ぶ
ことができました」とご好評をいただくことができました。

5月25日には第3回を開催し、今後も継続していきますので、
ぜひSalad Cafeホームページをご確認ください。

サラダカフェメールマガジン：
● http://www.salad-cafe.com/mail_magazine/

毎週、素敵なサラダ料理を紹介する
「ごごばん」（3月末で放送を終了しております）

「コーポレートサイト」リニューアルオープン！！

家庭でできるサラダ料理を作る
「サラダカフェ料理講習会」開催

当社定番商品のゴボウサラダは、キャンペーンを実施した結果販売数量増となりました。
また、パンプキンサラダがヒット商品となり、売上高増に貢献しました。商品の内容だけでな
く、お客様のニーズに合わせて、大型から小型まで容器の形態を幅広くご用意することで、
継続してご利用いただいております。

今後は現在販売している商品の素材に留まらず、チキンやかつお、安納芋など新規素材
に積極的に挑戦し新商品の発売に繋げます。世界のサラダについても世界各国のあらゆるサ
ラダを調査し、日本にいながら世界のサラダをお使いいただける環境を提案していきたいと
思います。

素材や容器の形態を変化させ、お客様のニーズにあった新たなサラダ・総菜を提供

事業戦略リーダーからのメッセージ

サラダ・総菜
事業

マヨネーズ・ドレッシング事業では、「事業領域の拡大」戦略の中で世界のソースシリーズを
販売しております。2012年度は、新たに6品のソースがラインナップに加わったことで、全
12品となり、様々な分野でお使いいただいております。

また、デザインや品質、使いやすさにこだわった設計の小袋ドレッシングを発売し、ご好評
をいただいております。

今後は新商品の開発や小型形態の商品ラインナップの一層の充実を図り、付加価値のある
商品で、お客様に一層満足いただけるよう努めてまいります。

世界のソースシリーズのラインナップ強化と小袋ドレッシングの発売マヨネーズ・
ドレッシング

事業

当社のタマゴ加工品といえば、サンドウィッチに使用されるタマゴサラダやお弁当の卵焼
き、おでんの茹で卵が代表的な商品です。タマゴサラダ類の市場での当社シェアは50%前後
と半数を占めていますが、たまご焼き物類の市場では10%以下であり、今後も伸びる余地の
ある有望市場です。

2014年4月稼働予定の静岡富士山工場は、たまごの焼き物を中心に、原料から最終商品
まで一貫した生産システムを持つ製造工場となる予定です。当工場では、タマゴ加工品の年
間生産量6,000tを目標とし、新たな市場への参入も念頭に置きながら、たまご事業の拡大
を図ってまいります。

たまご事業の拡大のために、新工場・静岡富士山工場の成功を図るたまご
事業

小麦や米に代わるエネルギー源としての可能性、栄養価の高さなどで注目されるじゃがい
もの存在は、今後当社に大きなビジネスチャンスを生むものと考えています。

2012年度は、当社がトップシェアを誇るポテトサラダ事業の強化、拡大を方針に掲げてお
客様への提案強化を積極的におこなってまいりましたが、今後はポテトサラダだけではなく、
じゃがいもの持つ多面性に注目して世界のポテト料理や素材としてのポテトなど、商品のバラ
エティを増やし事業の幅を広げてまいります。

ポテト事業の更なる拡大に向けてポテト
事業

首都圏統括事業部　統括事業部長　木ノ下 雅則

外食販売本部　本部長　横山 光茂

常務取締役　木佐貫 富博

関連戦略本部　本部長　新村 譲
是非、メールマガジンに
ご登録ください!!
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＜サラダカフェ＞は、2013年3月現在合計16店舗のサラダ
専門ショップを運営しており、Webサイトとも連動し新しい

「サラダ料理」をお届けすることで存在価値を高めております。

＜海 外 事 業＞では、
2013年3月インドネ
シア事業において試
作テストを開始してお
り、2013年7月の工
場稼働開始に向けて
順調に進んでいます。

2013年3月期2012年3月期

45,89443,618
（単位：百万円）
売上高推移

総菜関連事業等

7,526百万円売上高

320百万円セグメント
利益

（単位：百万円）
売上高推移

2013年3月期2012年3月期

7,5267,298

（単位：百万円）
売上高推移

2013年3月期2012年3月期

1,113
960

▼

	当社商品2,500円相当
	 （商品例）

内、記念配当5円
■  ■ 1株当たり配当額
●  配当性向

2014年3月期

（予想）
21円

2012年3月期

20円 20円

2011年3月期

15円

2010年3月期

11円

2009年3月期

 19.3%

 27.6%

 21.0%

 13.4%

2013年3月期

21円

 21.2%

配当金・配当性向の推移

 47.1%
（中間予想）

10円10円
（中間）

＜サラダ・総菜類＞は、主力商品でありますポテトサラ
ダがコンビニエンスストア、外食、量販店向けに、大
型形態から小型形態まで大幅に伸張し、パスタサラダ
やツナサラダも量販店、製パン向けに新規採用されま
した。また、パンプキン等の素材を活かした商品の伸
張や和惣菜では外食向けにきんぴらごぼうの商品が採
用されたことにより、増収に寄与いたしました。

＜マヨネーズ・ドレッシング類＞は、製パン、外食、量
販店、コンビニエンスストア等様々な分野で１㎏袋形
態のマヨネーズが採用されました。ドレッシングでは外
食向けや西日本工場製の主力商品が大幅に増加し、
また「世界のソース」シリーズでは2012年度に新商品 
6アイテムを追加し、合計12アイテムとなり、様々な分
野で採用されたことにより、増収に寄与いたしました。

＜タマゴ加工品＞は、製パン及び
コンビニエンスストア向けのサンド
ウィッチ用のタマゴサラダや焼成
パン用のタマゴサラダが新規採用
されました。またコンビニエンスス
トア向け茹で卵の伸張や量販店、
外食向けの煮卵の新規採用により
大幅な増収となりました。

ショップ事業（Salad Cafeショップ）及び海外事業
主な事業内容

国内の連結子会社７社が行う事業。フレッシュ総菜（日
配サラダ・和惣菜）の製造及び量販店等への販売、ケ
ンコーマヨネーズからの調理加工食品及びタマゴ加工
品の生産受託事業

主な事業内容

売上高は、量販店向けの新規採用によりポテトサラ
ダ、パスタサラダ、ゴボウサラダの主力商品等が増
加したことにより増収となりました。利益面は売上高
の増加による影響、主要な原料である鶏卵相場が前
年を下回る水準で推移したことや歩留改善、経費削
減等のコストダウンの取り組みにより、増益となりま
した。

ショップメニュー：サラダロール

売上高構成比

その他の事業

1,113百万円売上高

△255百万円セグメント
利益

売上高構成比

調味料・
加工食品事業

45,894百万円売上高

2,502百万円セグメント
利益

84.2% 13.8%

2.0%

サラダ・総菜類（ポテト/ゴボウ/ツナ等を使用したロン
グライフサラダ等）、マヨネーズ・ドレッシング類、タ
マゴ加工品（厚焼き卵、タマゴサラダ等）の製造・販売

主な事業内容
売上高構成比

業務用メーカーとしてホテル、レストラン等各分野のプ
ロから鍛えられ続けている当社マヨネーズ・ドレッシン
グの味を是非ご賞味ください。毎年３月31日現在の株
主名簿に記載されております株主の皆様に対して、年
１回、当社商品を贈呈いたします。

贈呈の基準 贈呈品

10単元（1,000株）以上の保有株主様一律 当社商品2,500円相当

１単元（100株）以上１０単元（1,000株）未満 
保有の株主様一律 当社商品1,000円相当

権利確定日	：	決算期末（毎年３月31日）現在の株主様に対して年１回
送付時期	 ： 毎年５月下旬～６月上旬

株主優待品

▼

	当社商品1,000円相当
	 （商品例）
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●  IR や当社情報につきましては、広報室にお気軽にご連絡ください ●

広報室：03-5962-7787（直通）

会 社 名 株式会社関東ダイエットクック
所 在 地 埼玉県入間郡三芳町上富504-2
設 立 2006年5月
資 本 金 5,000万円
従業員数 220名

▼ ▼ ▼  ケンコーマヨネーズの
　　あれこれをご紹介します。

（株）関東ダイエットクック　
常務取締役 工場長

日下 義男

ケンコー 
テラス

おいしさへのこだわり
お店で購入し、そのまま召し上がっていただく日配サラダや和惣菜は、おいしさと
鮮度が一番大事だと考えています。安心・安全な商品作りのための、品質管理
の徹底はもちろん、野菜の産地や品種、調理工程などをとことん追求し、おいし
い総菜作りを目指しています。

1

地産地消の取り組み
工場のある三芳町（埼玉県入間郡）の農家とタイアップして、地
元産の野菜を積極的に活用しています。夏はきゅうり、冬はほう
れん草など、旬や鮮度にこだわり、近隣農家の畑から直接購入
した野菜を使って、地産地消の商品をお客様へお届けしています。

2

環境への配慮
製造過程で発生する野菜の残さなどの生ごみは、
全て堆肥などにして再利用しています。また都市
ガス（ＬＮＧ）のボイラーを使用することで、CO2

発生の抑制に努めています。

3

（株）関東ダイエットクック

（株）関東ダイエットクック 
代表取締役社長　
三好 裕二

日配サラダや和惣菜を製
造する当社はケンコーマヨネーズの

グループ企業として、2006年5月に設
立されました。

　鮮度感あふれる商品を毎日お届けするため
に、工場は24時間365日稼働しています。
サラダや和惣菜を通じてお客様の食卓を

楽しく彩るよう、おいしく安心・安全
な商品作りを従業員一同、心

がけています。

関東ダイエットクックの注目点

商品例：ポテトサラダ

当工場では主に、ポテトサラダやマカロニサラダ、スパゲティサラダな
どのサラダと、ひじき煮や肉じゃが、きんぴらごぼうなどの和惣菜を
製造し、スーパーマーケットや百貨店に納品しています。

株主優待のご案内

製品紹介

オススメレシピ

セグメント別営業概況

トップメッセージ

サラダ料理に使われる野菜のはなし

工場紹介

当社製品はどこで食べられる？

会社概要・株式の状況

サラダカフェ店舗紹介

中期経営計画の進捗状況

株主アンケート結果報告

技術紹介

KENKO TERRACE

会社の沿革（歴史）

その他

43.1 

37.2  　　

33.1　　　　

26.6  　　　　　　

25.7　　　　　　　

24.7 　　　　　　　

22.1    　　　　　　　

22.0 　　　　　　　　

21.7    　　　　　　　

20.6　　　　　　　　　

19.4 　　　　　　　　　

19.3　 　　　　　　　　

15.3　　　　　　　　　　　

12.7　　　　　　　　　　　　

6.3　　　　　　　　　　　　　　　

1.9  　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：％）

商品情報

サラダカフェのご案内

IR 情報

トピックス

オンラインショップ

会社案内

環境への取り組み

プレスリリース

よくある質問

拠点情報

採用情報

ご意見ご感想

その他

56.5

32.1                       

29.5                          

20.5                                  

18.9                                    

12.9                                          

11.8                                           

8.2                                                

7.8                                                

6.9                                                 

2.8                                                      

2.0                                                      

6.7                                                 

（単位：％）

Qホームページで
さらに充実してほしい内容はどれですか

株主様アンケート結果のご報告
株主の皆様とのコミュニケーションの場として、IR活動（当社から株主及び投資家の皆
様への情報提供活動）をさらに充実させることを目的に2012年12月、「2013年３月期

（第56期）第2四半期株主通信 ［KENKO REPORT（第3号）］」に付随する形で株主様
アンケートを実施いたしました。

その結果をご紹介いたします。

「株主優待のご案内」が
43.1％と最も高く、続い
て「製品紹介」が37.2％、

「オススメレシピ」が33.1%
と続いております。皆様
の株主優待品に関する
関心の高さが伺える結果
となりました。

「商品情報」が56.5％と、
全体の半数以上を占め
る結果となりました。
株主の皆様からいただき
ましたご意見を受け、当
社ホームページリニュー
アルの参考とさせていた
だきました。新しくなっ
たホームページをぜひご
覧ください。

株主さまからのご意見・ご質問にお答えします。

オススメのレシピを
たくさん教えてほしい

今年度におきましては、
優待内容を多少ながら

当社売れ筋商品に変更させて
いただいております。

これからも株主の皆様
と直接のコミュニケー

ションを大切にしていきたいと
考えております。 施設見学会
はひとつのコミュニケーション
の場と考え、今後開催を検討
させていただきます。

レシピは、2012
年 3 月発 売 の 

「Salad Cafeのとって
おきサラダレシピ」、
また2012年11月発売の「Salad 
Cafeのごちそう！温野菜サラダ」
等書籍を通して数多くご提供さ
せていただいております。
また、サラダカフェホームページ
にも、1,000以上のレシピを掲
載しておりますので、 あわせて
ご参照ください。

A.
A.

A.

アンケートへのご協力ありがとうございました！！
実 施 期 間 ★ 2012年11月末

〜2012年12月末
配 送 株 主 数 ★ 5,954名
回 答 株 主 数 ★ 1,344名
回 答 率 ★ 22.6％

内容を
変化させて

ほしい

工場見学を
したい

1 3株主優待について

Q 株主通信「KENKO REPORT」で
さらに充実してほしい内容はどれですか

株主施設見学会を
開催してほしい2

（複数回答） （複数回答）

当社商品は、スーパーマーケット
などでご購入いただけます。
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